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背景
• 良好な河川環境は、人間社会に潤いを与え、良好な地域社会の形成に寄与

することが指摘されている。
• 河川環境は、「人間の利用空間として良い環境」と「生物多様性」という

多義的な概念
• 両者をバランスよく流域に配置することは、「魅力ある地域社会」に重要

な計画手法である。

人間の利用を重点においた地
域の歴史を活用した公園機能
保全エリア

人と生物の接点を重点にお
いた河川環境保全

生物多様性に重点においた
河川生態系保全エリア

就労時間外・週
末の人の流れ

長期的に人口縮
小が進む区域

長野市 須坂市

千曲市

就労時間外の人
の流れ

• この実現のためには、人の流れの定量化が重要



目的

• スマートフォンデータは、従来の研究手法では難しかった人
の流れの空間的定量化を可能にし、人の流れと自然環境との
関係の定量化を可能にすると考えている。

http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

諏訪湖を中心に地域社会が発展してきた長野県諏訪市を対象に、
人の流れと自然環境と関係性分析の試行的な取り組みをケースス
タディとして、紹介する。

https://pflow.csis.u-tokyo.ac.jp/data-
service/pflow-data/

■Society5.0の概要 ■人の流れプロジェクト



研究の方法：人の流れデータの分類

番号 類別
1 メッシュID

2 年
3 季節
4 月
5 平日・休日フラグ
6 時間
7 集計単位フラグ
8 人口集計件数

• 夏の観光シーズン
• 通常：

人口が比較的少ない。
• 観光：

観光目的の人が移動する。

パーソントリップ調査

スマー
トフォ
ンデー
タ



研究の方法：調査地の概要

画像引用：一般社団法人 諏訪観光協会
https://www.suwakanko.jp/point/

■天竜川水系 諏訪湖（長野県諏訪市）
面積:12.81 km2

周囲長:15.9 km
最大水深:7.2 m
平均水深:4.7 m
貯水量:0.063 km3
水面の標高:759 m
成因:構造湖（断層湖）
淡水湖沼型、富栄養湖
透明度:1.3 m



研究の方法：解析の目的・流れ

人の流れ

観光客

都市構造

地域住民

広域観光

■仮説図

歴史的
都市構造

現代の
都市構造

信仰 統治

産業

信仰 統治

産業

踏襲

人の流れ

観光資源

レジャー・安らぎ



結果及び考察：観光客・地域住民の分離



結果及び考察：人の流れヒートマップ

賑わいとふれ
あいの湖畔

広々とした湖の風景
を満喫する湖畔

上諏訪駅

温泉街

霧ヶ峰高原

諏訪湖

諏訪大社

低

人の流れ
高

画像引用：一般社団法人 諏訪観光協会 https://www.suwakanko.jp/point/



結果及び考察：地域住民と観光客仮比率

観光客仮比率

7月9日～20日の
「人の流れ」

7月の
「人の流れ」

＝

50％以下

65％以下

75％以下
100％以下多い

低い



結果及び考察：

都道府県指定文化財データ
国土数値情報 観光資源データ

50％以下

65％以下

75％以下
100％以下



結果及び考察：

長野県諏訪地域振興局：諏訪湖創生ビジョンより引用



総合考察（まとめ）

人の流れ

観光客

地域住民

広域観光

歴史

現代

信仰 統治

産業

信仰 統治

産業

踏襲

人の流れ

観光資源

レジャー・安らぎ

■仮説図の検証

■課題
• 観光客仮比率を詳細な人の流れデータで検証
• 土地利用データ等の空間情報を加えた人の流れの検証
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